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研究成果の概要（和文）：今回、レビー小体型認知症者の神経基盤に着目した運転能力評価方法を確立するた
め、注意機能の異常着目して検討した。その結果、特に注意機能の変化と課題負荷時の分散変動が認知機能や重
症度と強く関連していることが学術的に初めて明らかとなった。そして、その指標が今後の交通事故の予防指標
として医学的に応用可能であり、交通事故対策などの施策に反映できることは社会的にも大きな意義がある。

研究成果の概要（英文）：Dementia, especially DLB patients have not evaluated driving ability in 
clinical settings.We hypothesized attentional ability/ functions in DLB patients is abnormal and 
they appear breakdown of driving ability. From our research results, it was found that the change of
 attention functions in particular and a dispersion change at the problem load were strongly 
associated with a cognitive function and severity The change of  Standard Deviation  of attention 
functions correlated with a cognitive function  and was associated with the ability for driving.
This discovery is thought to be useful for the prevention of traffic accident in the future elderly 
people.

研究分野：老年精神医学　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
レビー小体型認知症の神経基盤変化に着目した運転能力評価方法の開発ではこれまで検討がなく、初めての試み
である。今回の研究成果で明らかとなったレビー小体型認知症の注意機能の異常、特に注意機能の変化と課題負
荷時の分散変動が認知機能や重症度と強く関連していることが学術的に
初めて明らかとなった。そして、その指標が今後の交通事故の予防指標として医学的に応用可能なものとして施
策に反映できることは社会的にも大きな意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１． 研究開始当初の背景 

（１）2002 年からの一定の病気を持つ患者の運転免許の制限が可能な状態から、2014

年６月１日からは医師は病気を診断し、運転能力の低下が疑われる場合は公安委員会に

任意に通報ができるようになった。しかし、これまで認知症患者では健常高齢者との比

較で 2.5～4.7 倍交通事故を起こしやすいというデータがある一方、医学的判断基準は

存在していない。そこで、認知症および認知機能低下者の運転能力評価方法を学術的に

確立することが必要である。 

（２） レビー小体型認知症はアルツハイマー型認知症に次いで多い認知症であり、

注意機能の低下から交通事故の危険性も多いことが予測される。そこでレ

ビー小体型認知症の中核症状である注意機能障害に着目し、交通事故や違

反を予測しうる臨床指標つくりが必要である。 

２．研究の目的 

認知症および認知機能低下者の運転能力評価方法として注意機能テストを学術的

に確立することを目的とする。 

３．研究の方法  

（１） 研究対象 

高知大学附属病院および関連施設を受診した者で認知症、軽度認知障害の診断、及

びレビー小体型認知症者で運転免許を保持している者を対象とした。2017－2019 年

の 3年間に専門外来受診者で運転免許保持する高齢者 MCI：41 例、VaD：14 例、AD：

18 例、DLB：15 例を対象に認知症の運転能力評価を行った。 

（２）評価内容 

年齢、性別、MMSE（Mini Mental State Examination）、CDR（Clinical Dementia Rating）、

TMT（Trail Making Test）、運転シミュレーターと運転能力評価機器の成績を比較検

討した。DLB 患者の運転能力評価方法として注意機能に注目し、注意課題負荷時と負

荷のない状態と各種評価項目を DLB とそれ以外の認知症、MCI 群で分析した。 

注意機能では①非遮蔽時運動物体（ターゲット）位置応答課題、②遮蔽時ターゲット

位置応答課題（注意課題無）、③注意誘導刺激（注意課題）付加型遮蔽時ターゲット

位置応答課題（立体視情報無）、④両眼視差立体視情報付加型 注意課題付遮蔽時タ

ーゲット位置応答課題を施行した。 

４．研究成果    

(1)CDR と注意負荷の有無の検討 

認知症の重症度評価である CDR と注意課題負荷時と、負荷時と不可なしの標準偏差

では DLB 群のみで 0.341、0.265 と P<0.05 で有意な相関を認めた。 

(2)注意機能と MMSE との関連 

注意課題負荷時と負荷無しの比（SDS）では DLB 群で 0.332 と有意な相関を認め

（P<0.05）。注意機能を評価する TMT の A 版では、注意負荷なし課題時の SD の相関   

が VaD では 0.337、AD では 0.336 と有意な相関を認めた。 

（２） 認知症、特に DLB の運転シミュレーター検査成績と精神症状の関連性 

認知症の運転能力評価を 10 名（DLB2 名 AD7 名、血管性認知症２名）に行った。

初発時の平均年齢は 70.6 歳、男性 7名、女性 3名で、CDR0.5 8 名、１：2名であっ

た。平均 MMSE22.4 点、NPI 平均 19.8 点であった。運転シミュレーターの結果では、



10 例全てが適正無し、と判定され、逸脱回数平均 13、衝突回数 0.6 回で信号無視は

10 例中、2例であった。DLB では認知機能及び ADL は比較的保たれていたが、いずれ

も運転シミュレーターにおける逸脱回数と NPI 得点が高く、DLB の運転能力には精神

症状と注意機能が関連性していることが示唆された。 

 

結語 

以上から、DLB の運転能力は注意負荷の有無の SDs の相関が強く、また CDR、MMSE な

どの認知機能、認知症の重症度と関連しており、DLB の運転能力は AD や VaD などの認

知症性疾患と異なり、注意課題の負荷の有無の成績の比較が有用であると考えられた。

また運転シミュレーター検査においても DLB 患者では運転適性が低く、NPI 得点が高い

など精神症状と注意機能が関連性していることが示唆された。今後は高齢者のみではな

く成人やその他の精神障碍者の運転能力評価においては注意機能の変動という指標が

運転能力評価として応用可能と考えられる。 
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